
３．先々月・先月の両園地探鳥会 
①くろんど園地(10月)くろんど園地を10月開催に変更したことで、昨年のよう
に「ムギマキ観察」を、という期待から35名の参加者があった。鳥はあまり出てく
れなかったが、園地入口に入ってすいれん池でようやくキビタキ、その後もキビ
タキ雌、そして雄もでて６羽となった。ほか鳥ではモズ６羽、シロハラの初認、そ
してムシクイは声がなく識別不能のためメボソムシクイSPとした。 
お目当てのムギマキ、キャンプ場から見える表のカラスザンショウに姿を見せ
ず、奥のカラスザンショウ林はスズメバチを駆除中のため立ち入り禁止となって
いたため、残念ながらムギマキは観察できないまま終わった。 

②ほしだ園地(11月）秋晴れの絶好の紅葉狩り日和、園地の往復も園地内も
人人人で一杯でした。鳥の姿はなかなか見えずほとんどが鳴き声での識別に
なった。ハヤブサは2羽、向かい側山上の高圧線鉄塔で確認できた。 

 ４.日本野鳥の会大阪支部からのお知らせ  

①北河内の定例探鳥会（2020(令和２)年1月度）案内 
冬鳥が野も山も川も池も一年中で最も鳥が多く、バードウォッチングが楽し
い季節になった。鳥があまりいなかった近くの小さな公園にも鳥が来ている
ので、ポケットカイロを忍ばせ野外に出て、鳥を楽しみませんか。 

 曜日  （月日）   場所     集合時間・場所      

第1(日)1/5 枚方牧野  9:00京阪枚方市駅下車・ラポールひらかた前 

第２（日）1/12 山田池公園 9:30現地公園北入口駐車場 

第３（土）1/18 緑の文化園 9:00JR学研都市線四条畷駅東口 

第4(土) 1/25 ほしだ園地 9:30京阪交野線私市駅前  

 ②日本野鳥の会入会時の会費  
会員区分    おおぞら会員    赤い鳥会員    むくどり会員 

(内容)     (本部+支部)       (支部のみ)  (支部・但し1年のみ) 
年会費          7500円       3500円       1000円 
入会金(初年度のみ)  1000円        1000円        ― 

会報 隔月刊(支部) 「むくどり通信」   「むくどり通信」    「むくどり通信」 
       （本部)        「野鳥」         ―         ― 

      日本野鳥の会大阪支部へのご入会をお待ちしています。 

③ 探鳥会参加費 会員 100 円  
非会員 200 円 

(交野野鳥の会のみ会員の方、大阪支部探鳥
会では非会員になります。)  

参加費+名簿記入で探鳥会保険に入って
います。しかし、痛みは保証しないので、
怪我をしないようにしましょう。 

←ハゼノキの実にきたコゲラ(12/13河村壽氏) 

日数 

府民の森くろんど園地探鳥会     
（毎月第４土曜日 両園地通算第239回） 

令和元(2019)年12月28日(土) 9:30～15:00 

日本野鳥の会大阪支部 平軍二(090-6901-1425) 

  友田武・神戸徹・近藤輝男 

 １．交野の鳥シリーズ(96) シロハラ 

今月の鳥は12/13に河村壽氏が交野
バードに公開の、ヒサカキの実にきた
←シロハラとしました。 
都市公園で見るシロハラは、落ち葉

が積もった林床で、カサコソ音をさせ
ながら枯葉をひっくり返し、隠れてい
る昆虫を探しているが、今回写真のよ
うに、液果や木に残っている熟したカ
キの実に来ていることがある。 

シロハラの中国東北部～ロシア東部で繁殖子育てを行い、10月下旬
の頃冬鳥として日本に渡来し、6～7カ月ほど滞在し、5月上旬ゴール
デンウィークには渡去する。 

友田武氏が2008年から集約され
ている交野市の野鳥観察日数から、
シロハラと近縁種のツグミについ
て比較した。2015年まではツグミ
の観察日数が多かったが、ここ３
年ほどはシロハラの観察日数がや
や多くなっている。この理由は定
かでないが、ここ数年ツグミが減
ったことを実感しているので、そ
れを数値で確認したことになる。 

ツグミは平野部～山地の明るい林にいて、個体数も多いので姿を観
察しやすいが、シロハラはツグミより個体数が少なく、ややうす暗
い林床にいるので、姿よりは声での確認することが多い。 

シロハラは「胸からわき腹にかけ灰褐色」であまり白くはないので、
探鳥会で「なぜシロハラなの」と質問を受けることが多い。これは
「胸からわき腹が橙色」の夏鳥アカハラとの比較からつけられたと
思われる。 

くろんど・ほしだ両園地探鳥会
を開始したのが 2000 年1 月、
今日で満20年となりました。 
長く続けることができたのは、
交野市周辺の皆様が、リーダ
ーとして、参加者としてご協力
いただいたおかげです。 
ありがとうございました。 

●ツグミ 

●シロハラ 



年 20 年 20

月 9 10 11 12 1 月 9 10 11 12 1

日 28 26 23 28 25 日 28 26 23 28 25
ほ く ほ く ほ ほ く ほ く ほ

科名 種名 回 し ろ し ろ し 科名 種名 回 し ろ し ろ し

数 だ ん だ ん だ 数 だ ん だ ん だ

No ど ど No ど ど

236 237 238 239 240 236 237 238 239 240

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339

ｷｼﾞ キジ 5 ﾀｶ ハチクマ 340 1

ｶﾓ ハクチョウSP 19 ﾀｶ トビ 342 1 1

ｶﾓ オシドリ 24 ﾀｶ ツミ 354

ｶﾓ ヨシガモ 27 ﾀｶ ハイタカ 355

ｶﾓ ヒドリガモ 28 ﾀｶ オオタカ 356

ｶﾓ マガモ 30 ﾀｶ サシバ 357 4

ｶﾓ カルガモ 32 6 11 ﾀｶ ノスリ 358 1

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 3 1

ｶﾓ コガモ 38 ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 3 9 2

ｶﾓ ホシハジロ 42 ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397

ﾊﾄ キジバト 74 3 1 ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401

ﾊﾄ アオバト 78 ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407 1 2

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412

ｳ カワウ 127 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ サンコウチョウ 418

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾓｽﾞ モズ 420 1 6 1

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ｶﾗｽ カケス 427

ｻｷﾞ アオサギ 144 ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 2 2 1

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 12 9 4

ｻｷﾞ コサギ 148 1 1 ｶﾗｽ キクイタダキ 438

ｸｲﾅ バン 174 ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441

ｸｲﾅ オオバン 175 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 2 9 5

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 4 1 4

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457 6

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459 1 2

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461 3

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 14 33 26

ｼｷﾞ イソシギ 244 ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2 2

2019 2019

２．今日観察した鳥 

バーディ＋一般 1/13(月祝)百舌鳥古墳群・世界遺産と野鳥 事前申込み 
集合：9:30JR阪和線百舌鳥駅 東改札口 解散：14:30ＪＲ阪和線・南海高野線三国ヶ丘駅 改札口 

参加費：会員 100 円・非会員 200 円 担当：上村賢 phoenicurus_auroreus@tulip.ocn.ne.jp 他 

内容：幼児・小中学生とその家族を対象にしたイベント、大人の参加も OK 

百舌鳥・古市古墳群のユネスコ世界文化遺産への登録を記念し、１月：百舌鳥古墳群、２月：古市古墳群

で探鳥会を開催する。 古墳の濠が、カモなど水鳥たちの貴重な生息場所となっている。 

1/16(火) 平日・神戸森林植物園 (ミヤマホオジロ・キクイタダキ) 
集合：9:45 神戸電鉄北鈴蘭台駅改札口   解散：14:00 現地・神戸市立森林植物園内 

（阪神・梅田駅 8:38発～新開地駅9:22着・乗換え9:26発(三田行準急) ～北鈴蘭台駅 9:43着が便利） 

注：前日 19 時の天気予報で現地の降水確率が 60%以上の場合は中止 

参加費：会員 100 円、非会員 200 円   担当：松岡三紀夫 090-2389-2743 他 

内容：六甲山上にある森林植物園、越冬に来ているマヒワ・ミヤマホオジロ・キクイ
タダキ・ルリビタキ・トラツグミなどの冬鳥を観察する予定。 

年 20 年 20

月 9 10 11 12 1 月 9 10 11 12 1

日 28 26 23 28 25 日 28 26 23 28 25
ほ く ほ く ほ ほ く ほ く ほ

科名 種名 回 し ろ し ろ し 科名 種名 回 し ろ し ろ し

数 だ ん だ ん だ 数 だ ん だ ん だ

No ど ど No ど ど

236 237 238 239 240 236 237 238 239 240

ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465 1 イワヒバリカヤクグリ 566

ｴﾅｶﾞ エナガ 466 8 6 ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ568

ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 7 10 2

ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 7 1 3

ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 4 4

ﾑｼｸｲ センダイムシクイ480 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 5 3

ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 91 11 12 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580

ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492 ｱﾄﾘ アトリ 586

ﾚﾝｼﾞｬｸ キレンジャク 500 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587 10

ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501 ｱﾄﾘ マヒワ 588

ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 1 ｱﾄﾘ ウソ 599

ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508 ｱﾄﾘ シメ 600

ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512 ｱﾄﾘ イカル 602

ﾋﾀｷ トラツグミ 514 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 2

ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617

ﾋﾀｷ シロハラ 521 1 2 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ﾋﾀｷ アカハラ 522 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624 1 4

ﾋﾀｷ ツグミ 525 2 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625

ﾋﾀｷ コマドリ 530 ｷｼﾞ コジュケイ

ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 3 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 3

ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 2 7 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 6 2

ﾋﾀｷ ノビタキ 542 ハイタカSP

ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549 1 1 メボソムシクイSP 1

ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 　観察種数合計 24 26 26

ﾋﾀｷ サメビタキ 553 個体数 188 132 114

ﾋﾀｷ コサメビタキ 554 天候 曇 曇 晴

ﾋﾀｷ キビタキ 558 6 参加者 19 35 26

ﾋﾀｷ ムギマキ 559

ﾋﾀｷ オオルリ 561

2019 2019

 


